
アバディーン・ジャパン株式会社

１．会社提案議案に対する賛成・反対・棄権・白紙委任の議案件数

賛成
（A）

反対
（B）

棄権
（C）

白紙
委任
（D）

反対棄権等
合計（E）
（B+C）

議案数
合計（F）

（A+B+C+D）

反対等
行使比率
（E/F）％

取締役の選解任（※１） 1,308 53 23 38 76 1,422 5%

監査役の選解任（※１） 74 7 0 0 7 81 9%

会計監査人の選解任 2 0 0 0 0 2 0%

役員報酬（※２） 75 2 0 0 2 77 3%

退任役員の退職慰労金の支給 2 0 0 0 0 2 0%

剰余金の処分 95 1 0 3 1 99 1%

組織再編関連（※３） 1 0 0 0 0 1 0%

買収防衛策の導入・更新・廃止 0 0 0 0 0 0 0%

その他資本政策に関する議案（※４） 2 0 0 1 0 3 0%

28 0 0 0 0 28 0%

0 0 0 0 0 0 0%

1,587 63 23 42 86 1,715 5%
※１・・・原則的に子議案（候補者）ごとの賛否等の件数を集計することとする
※２・・・役員報酬額改定、ストックオプションの発行、業績連動型報酬制度の導入・改訂、役員賞与等
※３・・・合併、営業譲渡・譲受、株式交換、株式移転、会社分割等
※４・・・自己株式取得、法定準備金減少、第三者割当増資、資本減少、株式併合、種類株式の発行等

２．株主提出議案に対する賛成・反対・棄権・白紙委任の議案件数

賛成
（A）

反対
（B）

棄権
（C）

白紙
委任
（D）

議案数
合計（E）

（A+B+C+D）

賛成行使比率
（A/E）％

取締役の選解任（※５）（※６） 5 6 0 0 11 45%
監査役の選解任（※５） 0 0 0 0 0 0%
会計監査人の選解任 0 0 0 0 0 0%
役員報酬（※７） 3 1 0 0 4 75%
退任役員の退職慰労金の支給（※８） 0 0 0 0 0 0%
剰余金の処分 0 3 0 0 3 0%
組織再編関連（※９） 0 0 0 0 0 0%
買収防衛策の導入・更新・廃止 0 0 0 0 0 0%
その他資本政策に関する議案（※10） 1 2 0 0 3 33%

5 36 0 0 41 12%
0 0 0 0 0 0%
14 48 0 0 62 23%

※５・・・原則的に子議案（候補者）ごとの賛否等の件数を集計することとする
※６・・・監査委員会を含む
※７・・・役員報酬額改定、ストックオプションの発行、業績連動型報酬制度の導入・改訂、役員賞与等、役員報酬額の開示を含む
※８・・・退職慰労金の削減を含む
※９・・・合併、営業譲渡・譲受、株式交換、株式移転、会社分割等
※10・・・自己株式取得、法定準備金減少、第三者割当増資、資本減少、株式併合、種類株式の発行等

３．議決権行使結果の概況

その他の合計
合計

合計

上記１、２の集計対象は、2024年7月～2025年6月に開催された株主総会における議案であり、国内株式を対象としています。
今集計期間に開催された株主総会において、会社提案1,715議案及び株主提案62議案について議決権行使を行いました。
スチュワードシップ・コードに準拠した当社の「議決権行使の指図に係る指針」に基づき厳正に精査した結果、会社提案議案のうち反対又は棄権した議
案は、86議案であり、全ての会社提案議案に占める反対と棄権を合わせた比率は5％となりました。株主提出議案については62議案中48議案に反対
又は棄権しました。
少数株主の権利保護やコーポレート・ガバナンスの観点から企業側との継続的な対話を進めながら、議決権行使を通じたエンゲージメントも行いまし
た。
アバディーン・ジャパン株式会社では、企業の長期的な価値に注目し、投資先を厳選した国内株式の運用を行っております。今後も投資先企業の企業
価値最大化に向け日々の対話に注力するとともに、その手段の一つとして議決権行使についても、引き続き積極的に取り組む方針です。

＜2024年7月～2025年6月の議決権行使結果＞
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